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１．目的  

 スイスには放射性廃棄物の地層処分に関する国際的な共同研

究の場として、2006 年に 10 周年を迎えたモン･テリ岩盤研究所

がある。本研究所では、基礎的な知見と技術の集積とともに、

調査・評価の技術開発、セーフティーケース構築に向けての各

種試験が、国際共同研究として展開されている 1）。本報告では、

モン・テリ岩盤研究所におけるこれまでの業績と現状を紹介す

る。 

２．モン・テリ岩盤研究所 

スイス北西部のフランス国境付近に位置するモン・テリ岩盤

研究所で行なわれている国際共同研究プロジェクト「モン･テリ

プロジェクト」は、堆積岩を地層処分の候補岩盤として検討し

ている国々が、1995 年に集結しジュラ州の支援を受け開始さ

れた地下研究施設である（Fig-1）。 

1996 年、中生代ジュラ紀のオパリナス粘土層（Fig-2）を対

象とした調査試験用坑道を高速道路の避難坑道内に掘削し、約

50 のボーリング孔を用いて 15 試験（調査機器の適用性を確認

する試験）が開始された。その後、1997～1998 年に研究専用

の試験坑道（Gallary98、幅 3.5m×高さ 4m）が建設された。ま

た、2004 度年より試験空洞の拡張工事が行われた

（Gallary04）。試験場の主目的は以下のように整理される。 

・粘土質堆積岩が有する水理的、地化学的、岩盤力学 

 的な特性を把握する。 

・地下トンネル掘削に伴う上記特性の変化を評価する。 

・一連の調査研究を通して、適切な調査･評価技術を開 

発・確立する。 

３．代表的試験プログラムの紹介 

 2008 年現在、モン･テリプロジェクトはスイス連邦地

形測量庁（SwissTOPO）の責任の下、ジュラ州の認可に

基づいて 7 カ国 13 機関が参加して実施されている

（Fig-3）。試験の計画、承認、実施は１年を単位とする

「フェーズ」で区分して行われており、参加機関による

試験提案と出資に基づいて実施されている。なお、EC 試験プロジェクト（欧州委員会が共同出資する試験）

の一部をモン・テリ試験として実施している試験もある。現在、フェーズ 14（2008 年 7 月～2009 年 6 月）と

して合計 36 試験が実施されている。本章では、これまでの中で代表的な試験プログラムをいくつか紹介する。 

Fig-2 試験場周辺地質 

Fig-1 モン・テリ岩盤試験

Fig-3 参加国と参画機関 
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地下水化学に関する試験（PC 試験：Porewater Chemistry）：フェーズ 4(1998 年)～継続中。水の化学組成と同

位体組成の特徴づけを目的に、ボーリング孔からの採水・分析を主体とした 8 種類の試験。採取試料の詳細な

分析や試験の結果、オパリナス粘土は極めて低い透水性を有し、循環水の無いことなど確証された。 

拡散に関する試験（DI-A,B 試験：Long term deffusion）：フェーズ 3(1997

年)～11(2006 年、DI-B)、継続中(DI-A)。ボーリング孔内に設置したパ

ッカーにより隔離された試験区間にトリチウムとヨウ素を含む水を循

環させ、岩盤中の拡散挙動を観測。試験後のオーバーコアリングによ

る分析の結果、トリチウムは岩盤中に約 20cm の深さまで拡散してお

り、計算結果とよく一致した。 

実規模定置技術のデモンストレーション（EB 試験：Engineered 

Barriers）：フェーズ 6(2000 年)～継続中。定置概念の技術的実現性を

証明することを目的とする。直径 2.9m 坑道の中心に、廃棄体(模型)を

ベントナイトブロックで支持する形で定置し、周辺を粒状ベントナイ

トで埋め戻すことにより人工バリア（EBS)を構築し、注水による人工

飽和を行う。 

ガス経路に関する試験（HG-A 試験：Gas Path Hostrock & Seals）：フ

ェーズ 11(2005 年)～継続中。埋め戻され、シールされたトンネル坑道から母岩中へのガス移行挙動を再現す

ることを目的に実施中。直径 1.0m のボーリング孔を埋め戻しあるいはシーリング材の飽和後、ガスの充填、

充填前後の水理試験を実施し、母岩において段階的に変化する応力条件下で

のガス移行を評価する。 

微視的な熱－水－応力－化学連成試験（TH-A 試験：Microscale based 

THMC）：フェーズ 9(2003 年)～12(2007 年)。オパリナス粘土の微視的構造(変

化)観察と MD(分子動力学)/HA(均質化解析)手法により、複雑な不飽和～飽

和堆積岩の熱－水－応力－化学（THMC)連成挙動を理解する。MD 計算に

より、種々の状態(温度、水分量、応力・圧力など)の微視的作用力や物性を

評価し、HA により、例えば空洞掘削時の不飽和領域の発達と力学特性変化

が連成する岩盤挙動のような巨視的な現象の理解を進めた。 

坑道掘削に関する試験（MB 試験：Mine-by）：フェーズ 13(2007 年)～継続

中。新規坑道である Gallary08 坑道掘削によって発生する周辺の掘削影響領

域を、異方性を考慮した岩盤力学的な観点から 3 次元的に評価することを目的として実施する。本試験では、

掘削に伴う、変状や割れ目の進展に関する長期計測や掘削影響に関する事前解析手法(モデリング)の検討を行

う計画となっている。 

４．おわりに  

 地下研究施設は特定の地下環境下に構築されるため、着目する現象そのものや、現象の程度に差異はあるも

のの、現象理解へのアプローチ、結果の解釈など地質環境条件に関わらず、共通する知見も多く存在する。ま

た、地下研究所における活動は、今後本格化するセーフティーケース構築に必要なノウハウの蓄積や人材育成

のために重要な役割を果たすと考えられる。今後も、モン･テリをはじめとした世界各国の地下研究施設の動

向に注目したい。 
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Fig-5 EB 試験 

Fig-4 DI-A,B 試験 
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